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118　　　　123卜1MPによる脳血流量の定量的評価

一 特にGray／White　Matter　Ratioの経時的変化に

ついて一

　　犬上　篤、宍戸文男、日向野修一、藤田英明、

　　戸村則昭、上村和夫、村上松太郎、高橋和弘、

　　佐々木広、菅野　巌、三浦修一、飯田秀博、

　　相沢康夫、庄司安明（秋田脳研　放）

　我々は旧Pによる局所脳血流量の定量的評価につ

いて総会で報告してきたが、　今回は、　1MP　dynamic

scanによるgray／white　matter　ratioの経時的変化

について報告する。

　方法は1MP静注と同時にHEADTOME　llのdynamic

modeにて3分間スキャンを27回連続施行し、　画
像を得て、画像処理システムで、RO　1を設定して、灰

白質、白質の経時的変化を追う。

　以前から言われているように遅いphaseでは白質、

灰白質の区別がつかなくなることが明瞭であり、　CBF

の変化をみてみると、白質の方には殆んど変化を認め

ないが、　灰白質のCBF値が時間とともに低下し、正

確なCBF値を示していないことがわかった。　この結

果について従来のモデルに若干の検討を加えて報告す

る。

119　　　i231・IMPによる脊N小脳変性症の診断

　　犬上　篤、宍戸文男、日向野修一、戸村則昭、

　　藤田英明、上村和夫、菅野　巌、村上松太郎、

　　相沢康夫、田川皓一＊、長田　乾＊

　　（秋田脳研　放、＊神内）

　脊髄小脳変性症（SCD）は臨床症状、　XCTで診断さ

れているが、我々は’85年4月～’86年3月まで
に8例のSCDについて、1MPによる脳血流量を測定

する機会を得たので報告する。

　方法は、　1MPを静注後12分からHEADTOME　nの

SPECT■odeでスキャンを施行しimageを得、　画像

処理システムでCBF値を求める。　動脈血採血、血中

activityの測定、　octanol　ratio、　cross　calibra・

tion等などについては、第23回、24回核医学会総

会で報告した通りである。

　1MPのSPEC↑像は、　i33XeによるSPECT像よりも

良好で、小脳および脳幹部の同定も容易に可能であり、

ほとんどの症例で小脳のCBF埴の低下がみられた。

また、その程度は症例により様々であった．各症例は

同日に150によるポジトロンCTも施行しており、

CBFと酸素代謝のcouplingがみられたが、その詳細

については共同演者の宍戸が報告する。

　1MPによるCBFの測定から変性の程度、　病型の推

定が可能ではないかと思われる。
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